
厚木市・神奈川工科大学のＳＤＧｓ連携実践



神奈川工科大学のご紹介

●所在地   神奈川県厚木市（最寄駅：小田急線 本厚木駅）

●創   立 １９６３年 幾徳工業高等専門学校開校

１９７５年  幾徳工業大学開学
１９８８年  神奈川工科大学 へ 名称変更

●現在の学部・学科   ５学部１３学科・大学院６専攻
（工学部・創造工学部・応用バイオ科学部・情報学部・健康医療科学部）

●学生数 約４７００名
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神奈川工科大学のSDGsに関する取り組み

すべてはリンクしていますが、ここではあえていくつかに絞って紹介します



高齢者の健康を行政・民間と協働して

官 民学

厚木市と健康福祉支援開発センター/地域連携・貢献センターの
フレイル予防についてのミーティング

フレイル予防教室
の開講(公民館にて)

民生委員や歴史を学ぶ会の
協力で実施

スマホを持って”あつぎ”を歩こう

学生たちと楽しく学ぶ

＋ ＋
工学系大学の強みを活かした取り組み
得意な知識・技術を活かした学生らしい協力





質の高い教育、生涯学習の機会

官 産学

厚木商工会議所青年部の方々
から教育に関するヒアリング

厚木市役所の方々から
教育に関するヒアリング

＋ ＋
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初
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等
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へ
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小中学校への出前ロボット教室、
理科教室等

企業とリカレント教育打ち合わせ <市民向け26公開講座> <防災公開講座>



SDGs 8: ディーセント・ワークの推進

民 学

発達障害のあるマイスターが見事に部品を仕分けしてリサイクルに。

SDGs 12: つくる責任・使う責任
電気・電子機器廃棄物は、大幅に増加し、しかも責任あ
る処理が行われていない。7.3ｷﾛｸﾞﾗﾑの電子機器廃棄物
に対してわずか1.7ｷﾛｸﾞﾗﾑしかリサイクルされていない。

(国連広報センター2021報告)

＋

(写真使用ご了解済)

NPO法人トムトム・キャロット工房(就労継続B福祉事業所)と協働



防災・災害時ケアは、連携から!

官 産民＋ ＋ 学＋

2021年11月30日

産学官民による防災・災害対策に係る意見交換会

学生

行政
教職員

企業

貢献センター

市民(自治会)

地域における多分野、他機関・団体・個人
と積極的に「つながり」ながら活動展開



防災・災害ケアの取り組み

2022/11/13「医療的ケア児における地域の
防災拠点(神奈川工科大学)の見学会」協力

2022/11/25「厚木市障害者協議会防災プロジェクト」
大学の避難対応見学・自己チェックリスト作成・医療
関連講義の実施

神奈川工科大学の基本姿勢として
SDGsの示している「誰一人取り残さない」という指針に対応して、障害・疾病の
ある方々の災害時の安全・安心をいかに保障するかを考えていきたい
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災害は、SDGsの目標の全てに関係しています!!!

非常時こそ、持続可能な対応が必要となること
を学ぶ機会をつくる!! そして、学生と共に学外
に広く活動を広げる

KAIT SDGs HUB 学生グループの活動

海老名のインクルージョンフェスで
SDGsゲームを実施

厚木市企画政策課と SDGs HUB学生
とのSDGsイベント実施の打ち合わせ

スローガン「誰一人取り残さない!」

災害時こそ、課題続出の危険!!!



２００８年から継続
神奈川工科大学ＥＣＯ・環境活動

学内緑化活動

専門家を招いた桜（樹齢60年）の状態学習会 グリーンカーテンの育成

10398
ハイライト表示



大学周辺のクリーン活動

クリーン活動



省エネ巡回・省エネ啓蒙活動

省エネ推進プレートを全講義室へ設置

省エネ巡回で、空いている講義室の空調・照明
の電源ＯＦＦ、空調設定温度の確認・変更

省エネ推進プレートを全講義室へ設置



リサイクル回収・活用

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ回収

学園祭でのキャップアート展示



自然保護活動

尾瀬国立公園での外来植物駆除



社会活動
「県央相模川サミットクリーンキャンペーン（厚木市）」

相模川河川敷を地域の皆様・厚木市役所の皆様と清掃



あつぎ環境フェア（厚木市主催）に出展



ＫＡＩＴ広場ＫＡＩＴ工房
（KAIT：Kanagawa  Institute of  Technology）

学生のための施設のご紹介



　ご清聴ありがとうございました。
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